
ロ
ヒ
ン
ギ
ャ
支
援
継
続

今
警
；
ｇ
（
診
療
や
生
活
指
導

　
国
際
医
療
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
（
岡
山
市
北

区
伊
福
町
）
は
６
日
、
ミ

ャ
ン
マ
ー
の
イ
ス
ラ
ム
教

徒
の
少
数
民
族
ロ
ヒ
ン
ギ

ャ
が
迫
害
か
ら
逃
れ
て
難

民
に
な
っ
て
い
る
問
暉

で
、
隣
国
・
バ
ン
グ
ラ
デ

シ
ュ
の
難
民
キ
ャ
ン
プ
で

の
医
療
支
援
活
動
を
今
年

秋
ま
で
続
け
る
と
発
表
し

た
。
キ
ャ
ン
プ
内
に
開
設

し
た
「
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
診
療
所
」

で
難
民
の
診
察
・
治
療
の

ほ
か
、
妊
産
婦
へ
の
生
活

指
導
、
保
健
衛
生
に
関
す

る
知
識
の
普
及
な
ど
に
取

り
組
む
。

　
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
は
昨
年
1
0

月
、
ミ
ヤ
ン
マ
ー
と
の
国

境
に
近
い
南
東
部
の
コ
ッ

ク
ス
バ
ザ
ー
ル
に
診
療
所

を
設
け
た
。
1
1
月
中
旬
、

Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

オ
フ
ィ
サ
ー
橋
本
千
明
さ

ん
（
Ｕ
＝
岡
山
市
北
区
＝ロヒンギャ難民への医療支援活動を説明する米田さん

==６日、岡山市北区伊福町

が
現
地
入
り
し
、
難
民
の

増
加
に
支
援
が
追
い
付
か

ず
衛
生
環
境
が
悪
化
し
て

い
る
状
況
、
診
療
所
に
１

日
平
均
１
２
０
人
が
訪
れ

て
い
る
こ
と
な
ど
を
把

握
。
1
2
月
に
は
医
師
米
田

哲
さ
ん
（
3
9
プ
北
九
州

＝
を
1
3
日
間
派
遣
し
、

地
の
医
師
ら
と
一
緒
に

療
を
進
め
た
。

診現市

　
米
田
さ
ん
は
６
日
、
Ａ

Ｍ
Ｄ
Ａ
本
部
で
記
者
会
見

し
「
医
療
知
識
の
乏
し
い

難
民
が
多
い
と
感
じ
た
。

も
と
も
と
栄
養
状
態
が
悪

い
人
も
目
立
ち
（
６
月
ご

ろ
か
ら
の
）
雨
期
に
は
感

染
症
が
流
行
す
る
恐
れ
が

あ
る
」
と
述
べ
た
。

　
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
は
今
後
、
診
・

療
所
の
運
営
費
を
捻
出
す
Ｉ

る
と
と
も
に
、
日
本
を
合

む
多
国
籍
医
師
団
の
派
遣

を
牡
圃
。
他
の
人
道
支
援

組
織
と
の
連
携
も
図
る
。

　
　
　
　
　
（
伊
丹
友
香
）

比
の
台
風
災
害

２
人
が
活
動
報
告

　
昨
年
1
2
月
に
フ
ィ
リ
ピ

ン
を
襲
っ
た
台
風
災
害

で
、
共
に
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
調

整
員
と
し
て
支
援
に
当

た
っ
た
岡
山
倉
敷
フ
ィ

リ
ピ
ノ
サ
ー
ク
ル
の
大

山
マ
ー
ジ
ョ
リ
ー
代
表

（
西
＝
井
原
市
＝
と
、
赤

磐
市
か
ら
Ａ
Ｍ

‘Ｄ
Ａ
に

出
向
中
の
理
学
療
法
士
五

宅
孝
士
さ
ん
（
西
＝
岡
山

市
＝
が
５
日
、
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ

本
部
で
活
動
を
報
告
し

た
。

　
２
人
は
1
2
月
2
2
目
か
ら

3
0
日
ま
で
現
地
に
滞
在

し
、
避
難
所
1
7
力
所
で
水

や
イ
ン
ス
タ
ン
ト
ラ
ー
メ

ン
食
料
な
ど
１
５
４
０
セ

ッ
ト
を
配
っ
た
こ
と
を
説

明
。
「
土
砂
崩
れ
な
ど
で

道
が
寸
断
さ
れ
、
支
援
に

地
域
格
差
が
あ
っ
た
。
Ａ

Ｍ
Ｄ
Ａ
と
し
て
今
後
も
現

地
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
支
援

を
し
て
い
く
」
と
話
し
た
。

　
　
　
　
　
（
水
嶼
佑
香
）

/_ゝ､.
・-ヽＩ


	page1

